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作
家
・
司
馬
遼
太
郎
は
令

和
五
年
八
月
に
生
誕
百
年
を

迎
え
た
。
司
馬
を
巡
る
人
物

の
逸
話
が
あ
る
▼
一
人
は

「
街
道
を
ゆ
く
」の「
13
壱
岐
・

対
馬
の
道
」
に
登
場
す
る
Ａ

で
あ
る
。
こ
の
人
が
神
宮
皇

學
館
で
学
ん
だ
こ
と
か
ら
、

司
馬
が
皇
學
館
を
紹
介
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
「
あ
の
学

校
は
か
つ
て
国
漢
教
師
養
成

の
名
門
校
の
一
つ
で
、
そ
の

卒
業
生
は
私
の
知
り
う
る
か

ぎ
り
、
右
翼
的
な
傾
向
の
ひ

と
は
お
ら
ず
、
た
と
え
ば
本

居
春
庭
を
と
り
あ
つ
か
っ
た

『
や
ち
ま
た
』の
著
者
足
立
巻

一
氏
の
よ
う
に
江
戸
中
期
の

日
本
的
な
人
文
科
学
の
思
考

法
の
合
理
的
な
部
分
を
う
け

つ
い
で
い
る
人
も
い
る
」
と

記
し
た
▼
司
馬
は
卒
業
生
か

ら
学
校
の
評
価
を
し
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。
実
は
卒
業
生

名
簿
に
は
Ａ
つ
ま
り
青
木
幸

次
郎
の
名
は
無
い
。
そ
の
ミ

ス
テ
リ
ア
ス
な
と
こ
ろ
も
興

味
を
引
く
▼
も
う
一
人
は
本

学
学
長
を
務
め
た
西に

し

宮み
や

一か
ず

民た
み

で
あ
る
。
産
経
新
聞
の
昭
和

34
年
２
月
６
日
に「
活
用
」と

い
う
コ
ラ
ム
を
寄
せ
、
テ
レ

ビ
に
よ
る
一
億
総
白
痴
化
論

に
対
し
て
む
し
ろ
積
極
的
に

活
用
す
べ
き
だ
と
説
い
た
。

そ
の
筆
者
欄
に
は
（
西
宮
一

市
民
）と
あ
っ
た
。
産
経
の
当

時
の
校
閲
記
者
が
司
馬
だ
っ

た
。
西に

し
の

宮み
や

の
一
市
民
に
間
違

え
ら
れ
た
の
は
、
投
書
的
な

主
張
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。

　
秋
風
は

　

涼
し
く
な
り
ぬ

　
　
　
　

馬
並な

め
て

い
ざ
野
に
行
か
な

　
　
　

萩
の
花
見
に

万
葉
集 

作
者
未
詳

　

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
知
識
及
び
技
術
に
つ

い
て
体
系
的
な
教
育
を
行
う
大
学
等
の
正
規
の
課
程
︵
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
︶を
文
部
科
学
大
臣
が
認
定
及
び
選
定
し
て
奨
励
す
る「
数
理
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
制
度
」。
同
制
度
の「
リ

テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル︵
基
礎
的
な
能
力
︶」に
本
学
が
認
定
さ
れ
た
。
今
後
は

よ
り
実
践
的
な
能
力
を
養
う
「
応
用
基
礎
レ

ベ
ル
」
認
定
に
向
け
、
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル

の
教
育
と
専
門
教
育
を
つ
な
ぐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
な
る
よ
う
計
画
を
推
進
し
て
い
く
。

本
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が「
数
理・デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス・

Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
制
度（
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
）」に

認
定 

有
効
期
限
●
令
和
10
年
3
月
31
日
ま
で

海外渡航型
プログラムを再開

　コロナ禍により実施を見合わせてき
た海外渡航型プログラムが続々再開し
ている。参加者は価値観の違いや文化
の多様性を肌で感じ、刺激を受けたよ
うだ。今号ではマレーシアでのインター
ンシップ、カナダ（大学）及びオーストラ
リア（高校）での語学研修を取り上げる。

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

「
マ
レ
ー
シ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

８
月
20
日
〜
25
日（
６
日
間
）❖
参
加
者
２
名

　

伊
勢
市
に
本
社
を
置
く
ク
ロ
ー

バ
ー
電
子
株
式
会
社
の
マ
レ
ー
シ

ア
現
地
法
人
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
行
う
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
他
民

族
国
家
マ
レ
ー
シ
ア
で
の
ビ
ジ
ネ

ス
体
験
を
通
し
て
国
際
的
な
就
労

意
識
を
養
う
だ
け
で
な
く
、異
国
・

自
国
理
解
を
深
め
る
の
が
狙
い
だ
。

　

淺
野
久
瑠
実
さ
ん（
現
日
３
）は

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い

て
重
要
な
の
は
言
語
そ
の
も
の
よ

り
表
情
や
ボ
デ
ィ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
だ

と
感
じ
た
。
多
民
族
国
家
の
人
々

の
身
振
り
手
振
り
が
大
き
い
の
は
、

『
伝
え
る
』こ
と
に
重
き
を
置
い
て

い
る
か
ら
で
は
」と
話
す
。
ま
た
、

取
引
先
の
男
性
社
員
か
ら
淺
野
さ

　

カ
ナ
ダ
・
ト
ロ
ン
ト
市
に
本
部

が
あ
る
ヨ
ー
ク
大
学
は
同
国
で
３

番
目
に
学
生
数
が
多
く
、
世
界

１
５
０
カ
国
以
上
か
ら
留
学
生
を

受
け
入
れ
て
い
る
。
藤
原
瑶
さ
ん

（
コ
ミ
２
）
は
英
語
教
員
な
ど
英
語

に
触
れ
る
職
を
視
野
に
入
れ
て
お

り
、
語
学
力
の
向
上
や
異
な
る
文

化
圏
で
の
生
活
を
楽
し
み
た
い
と

参
加
。
研
修
で
は
プ
レ
ゼ
ン
や
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
中
心
の
授
業
を

通
し
て
瞬
発
的
な
ス
ピ
ー
キ
ン
グ

力
が
身
に
付
き
、
ど
ん
ど
ん
自
信

が
付
い
て
い
っ
た
と
い
う
。「
完
璧

な
発
音
、
文
法
で
話
さ
な
け
れ
ば

と
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
自
然
と

解
放
さ
れ
た
。
本
学
で
履
修
し
て

い
る
『
英
語
科
教
育
法
』
で
学
ん

だ
舌
の
配
置
や
動
き
を
実
践
で
き
、

理
解
が
深
ま
っ
た
点
も
よ
か
っ

カ
ナ
ダ
・
ヨ
ー
ク
大
学

夏
期
語
学
研
修

８
月
６
日
〜
28
日（
23
日
間
）❖
参
加
者
５
名

皇
學
館
高
校

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修

７
月
24
日
〜
８
月
５
日（
13
日
間
）❖
参
加
者
10
名

　

皇
學
館
高
等
学
校
で
は
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
の
一
環
と
し
て
平
成
14

年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
メ
ル
ボ

ル
ン
に
あ
る
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
セ
カ
ン

ダ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
と
姉
妹
校
提
携

を
結
び
、
語
学
研
修
を
実
施
し
て

い
る
。
令
和
２
〜
４
年
度
は
中
止

し
て
い
た
が
、
今
年
度
か
ら
再
開
。

生
徒
10
名
、
引
率
教
員
２
名
が
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
渡
っ
た
。

　

参
加
し
た
深
田
乃
愛
さ
ん
（
２

年
）
と
栗
原
凰
輔
さ
ん
（
２
年
）
は

「
75
分
間
の
授
業
中
、沈
黙
は
ほ
ぼ

な
く
、
お
や
つ
ま
で
持
っ
て
き
て

い
た
」「
教
科
書
中
心
で
は
な
く
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
調
べ

た
内
容
を
プ
レ
ゼ
ン
発
表
し
て
い

た
」
と
語
り
、
日
豪
の
学
校
生
活

の
違
い
に
驚
い
た
様
子
。
通
用
す

る
か
心
配
し
て
い
た
語
学
も
「
会

話
で
使
う
の
は
中
学
校
で
習
う
簡

単
な
単
語
や
文
法
ば
か
り
」
と
口

た
」。さ
ら
に
、「
英
語
を
学
習
す
る

意
義
、
認
識
が
変
化
し
た
」
と
藤

原
さ
ん
。
自
発
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
る
中
で
〈
就
職
や

資
格
取
得
の
た
め
〉
で
は
な
く
、

〈
も
っ
と
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て

相
手
を
理
解
し
た
い
〉
と
の
思
い

が
膨
ら
み
、
英
語
が
好
き
と
い
う

気
持
ち
が
一
層
強
く
な
っ
た
と
話

す
。

　

今
後
は
語
学
力
を
磨
き
つ
つ
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
基

盤
作
り
と
し
て
の
「
英
語
教
育
」

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
と

語
っ
た
。

ん
の
み
握
手
を
求
め
ら
れ
ず
、
手

を
差
し
出
す
と
困
惑
さ
れ
た
経
験

か
ら
、
異
性
間
の
接
触
を
避
け
る

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
方
に
配
慮
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
が
必
要
だ
と
感

じ
「
次
か
ら
は
気
を
付
け
た
い
」

と
語
っ
た
。

　
「
単
語
が
わ
か
ら
な
く
て
も
表

情
や
状
況
か
ら
あ
る
程
度
推
察
で

き
た
」
と
淺
野
さ
ん
同
様
、
非
言

語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切

さ
を
実
感
し
た
と
話
す
の
は
市
野

智
大
さ
ん（
現
日
２
）。「
海
外
で
働

く
上
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
難
し
さ
や
自
身
の
会
話
力
の
課

題
を
認
識
で
き
、
参
加
し
て
よ
か

っ
た
。
自
分
の
力
だ
け
で
タ
ク
シ

ー
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
観
光
し
た
経

験
は
自
信
に
つ
な
が
っ
た
」
と
振

り
返
っ
た
。

を
揃
え
た
。

　

今
回
の
研
修
を
通
し
て
、「
海
外

に
行
く
の
は
難
易
度
が
高
い
と
思

い
込
ん
で
い
た
が
、
壁
は
想
像
以

上
に
低
か
っ
た
。
基
礎
文
法
、
単

語
の
理
解
が
重
要
だ
と
わ
か
っ

た
」
と
深
田
さ
ん
。
栗
原
さ
ん
は

「
ス
ー
パ
ー
に
い
ろ
い
ろ
な
国
の

食
品
が
売
ら
れ
て
い
て
多
文
化
性

を
感
じ
た
。
会
話
で
大
事
な
こ
と

は
積
極
的
に
話
そ
う
と
す
る
姿
勢

だ
と
痛
感
し
た
」
と
語
っ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
が
今
後
の
英
語
学
習
や
学

校
生
活
に
生
か
せ
る
学
び
を
得
た

研
修
と
な
っ
た
。
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皇學館高校が
鈴鹿医療科学大学と
高大連携協定を締結

　

谷
戸
佑
紀
准
教
授
は
古
文
書
・

古
地
図
・
写
真
な
ど
複
数
の
資
料

と
学
習
補
助
ツ
ー
ル
を
効
果
的
に

用
い
、専
門
的
知
識
・
技
能
の
取
得

が
十
分
で
は
な
い
段
階
の
学
生
で

あ
っ
て
も
主
体
的
に
歴
史
研
究
に

取
り
組
め
る
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
。

　

実
践
で
は
く
ず
し
字
の
初
学
者

で
も
効
率
的
に
判
読
で
き
る
よ
う
、

「
Ａ
Ｉ
く
ず
し
字
認
識
ア
プ
リ
」を

使
っ
て
未
翻
刻
の「
小
串
家
文
書
」

（
多
度
大
社
社
家
の
伝
来
文
書
）
と

「
七
ざ
い
所
巡
み
ち
し
る
べ
」（
近

世
の
参
宮
案
内
記
）
を
解
読
。
得
ら

れ
た
情
報
を
も
と
に
古
地
図
と
現

在
の
地
図
等
多
様
な
資
料
を
比
較

し
て
現
存
す
る
神
社
や
旧
跡
、
景

観
の
歴
史
的
変
遷
を
具
体
的
に
考

え
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
た
。
従
来
、

部
分
的
に
導
入
さ
れ
て
い
た
手
法

だ
が
、
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
体

系
化
し
た
点
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

萩
原
浩
司
助
教
は
教
員
採
用
試

験
対
策
勉
強
会「
つ
ば
さ
」を
指
導

す
る
中
で
学
生
が
授
業
実
践
に
不

安
を
感
じ
て
い
る
と
把
握
。
児
童

が
関
心
を
持
つ
課
題
の
設
定
や
発

問
・
問
い
か
け
の
仕
方
、
児
童
の

発
言
の
生
か
し
方
と
い
っ
た
具
体

的
な
対
応
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
、

令
和
３
〜
５
年
度
の「
児
童
社
会
」

の
授
業
に
お
い
て
具
体
的
な
児
童

と
の
や
り
取
り
を
含
ん
だ
模
擬
授

業
を
実
施
し
、指
導
を
行
っ
た
。学

生
が
指
導
案
を
作
成
す
る
際
も
児

童
の
発
言
等
に
具
体
性
を
持
た
せ
、

実
演
さ
せ
る
こ
と
で
実
践
力
の
向

上
を
図
っ
た
。
令
和
４
年
度
の
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で「
つ
ば
さ
」

の
模
擬
授
業
練
習
の
実
演
を
複
数

回
行
っ
た
と
こ
ろ
、
来
学
者
か
ら

も
好
意
的
な
評
価
を
受
け
た
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
学
生
た
ち
の

授
業
実
践
力
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
え
る
。

令和 5年度皇學館館友会
全国大会を開催
館友会創立百三十周年の佳節を祝う

　残暑厳しい 8月27日、静岡市のグランディ
エールブケトーカイにおいて令和 5年度館友
会全国大会が開催された。当日は神宮大宮司
代理の杉谷正雄様、静岡県神社庁長の河村基
夫様、本法人の小串和夫理事長をはじめ多く
のご来賓の方をお招きし、あわせて約190名の
卒業生らが集った。
　千秋季賴会長は冒頭、「今年は館友会創立
百三十周年という記念の年です。明治26年に
発足して以来連綿と受け継がれてきた歴史あ
る組織です。これからもこの歴史が途絶える
ことのないよう、私たち卒業生が母館を支え
ていきましょう」と挨拶を述べられた。その
後議事を経て、本学 1期生で磐田市文化財保
護審議会副委員長の小杉達様を講師に「家康
と慶喜」との演題で記念講演を行った。
　続く懇親会では、今大会を主催していただ
いた甲田吉孝静岡県支部長から歓迎の挨拶の
後、舞踊や民謡が披露された。年齢の垣根を
越えて同窓生同士懇親を深め、最後は恒例の
精華寮寮歌を全員で輪になって合唱。母館の
地・伊勢にて開催する来年度大会での再会を
約束し、惜しまれながら散会となった。

夏期休暇中、 
教採対策講座を開講
　教員採用試験 2次試験を直前に控え、 8月
1日から18日にかけ各種の対策特別講座が開
かれた（下表参照）。
　教採 2次（実技）
対策特別講座で英
語（リスニング）を
指導した豊住教授
は「難しいと身構
えず、落ち着いて
取り組むことが大
切。問題と質問文
は 2回繰り返して
流れるので、 1回
目で聞き取れなく
ても焦らないで」
と心構えを伝授。小学校 2次対策（体育模擬授
業）を受講した学生は「三重県の 2次試験は実
技試験がなくなり、体育と音楽の模擬授業が
追加された。初の試みのため手探り状態だが、
先生がいろいろと質問に答えてくれるので本
当に心強い」と語り、中高保健体育の実技対
策（マット・球技など）に参加した学生からも
「他の人の動きを見ることができ参考になる」
「先生が専門的なことを教えてくれるのでと
ても助かっている」と手厚いサポート体制に
感謝の声が上がった。

●教採 ２ 次（実技）対策特別講座

８ /１ 音楽（ピアノ）実技相談会 高橋摩衣子
准教授

８ /２ 英語（リスニング）対策 豊 住 　 誠
教授

８ /７・８ 実技対策（マット・球技など）�
中高保健体育 加 藤 純 一

教授
８ /９・１0 小学校 ２次対策（体育模擬授業）

●「倉志会」夏期特別講座　８ /１２
●「つばさ」夏期特別講座　８ /１２・１７・１８
●三重県教採 ２ 次対策教職アドバイザー面接試

験指導　８ /１3・１4

　

医
療
分
野
へ
の
従
事
を
志
す
生

徒
を
支
援
し
よ
う
と
、
皇
學
館
高

等
学
校
は
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学

（
鈴
鹿
市
）
と
高
大
連
携
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
た
。

　

本
協
定
は
、
地
域
に
お
け
る
医

療
系
人
材
の
育
成
を
め
ざ
す
同
大

学
か
ら
の
呼
び
か
け
に
本
校
が
応

じ
実
現
し
た
も
の
。
も
と
よ
り
本

校
か
ら
同
大
学
へ
は
毎
年
20
人
ほ

ど
が
進
学
し
て
お
り
、
進
路
ガ
イ

ダ
ン
ス
に
同
大
学
の
教
員
が
参
加

す
る
な
ど
交
流
を
深
め
て
き
た
。

　

８
月
29
日
に
同
大
学
白
子
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
行
わ
れ
た
調
印
式
で

芝
﨑
俊
也
校
長
は
「
医
療
分
野
を

通
し
て
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
の

思
い
を
有
す
る
生
徒
の
進
路
実
現

に
つ
な
が
れ
ば
」
と
期
待
を
述
べ
、

豊
田
長
康
学
長
は
「
高
大
連
携
が

進
化
す
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
。
大

学
の
教
員
、
学
生
と
直
接
触
れ
て
、

よ
り
目
的
意
識
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
醸
成
し
て
ほ
し
い
」と
挨
拶
し

た
。

　

今
後
、
同
大
学
教
員
に
よ
る
本

校
で
の
出
張
講
義
や
同
大
学
で
の

見
学
会
な
ど
を
行
っ
て
い
く
予
定

だ
。
な
お
、
本
協
定
の
有
効
期
間

は
１
年
間
で
随
時
更
新
す
る
。
協

定
内
容
は
以
下
の
通
り
。

1
特
別
講
義
・
見
学
会
な
ど
教
育

の
連
携
に
関
す
る
事
項（
大
学
教

員
に
よ
る
出
張
講
義
、大
学
へ
の
見
学

会
、大
学
の
模
擬
講
義
へ
の
参
加
受
け

入
れ
、探
究
活
動
へ
の
協
力
支
援
等
）

2
指
定
校
枠（
学
校
推
薦
型
選
抜
）

の
拡
充
に
関
す
る
協
議
事
項

3
そ
の
他
、必
要
と
認
め
る
連
携

事
業
に
関
す
る
事
項

令
和
４
年
度
優
良
教
育
実
践

谷
戸
准
教
授
、萩
原
助
教
が
選
ば
れ
る

　
令
和
6
年
度
実
施
の
教
採
試
験
が

１
カ
月
前
倒
し�

説
明
会
を
開
催

　
授
業
改
善
等
に
著
し
い
貢
献
を
し
た
と
し
て
、「
令
和
４
年
度
優
良
教
育
実
践
」に
国
史
学
科
・
谷
戸

佑
紀
准
教
授
、
教
育
学
科
・
萩
原
浩
司
助
教
が
選
出
さ
れ
た
。

歴
史
資
料
の
効
果
的
活
用
と
そ
の
方
法
の
体
系
化

授
業
実
践
力
向
上
を
目
指
し
た
演
習
科
目
の
取
り

組
み
　『
つ
ば
さ
』に
お
け
る
学
生
の
課
題
を
基
に
　

　

５
月
31
日
、
文
部
科
学
省
よ
り

公
立
学
校
教
員
採
用
選
考
試
験
の

早
期
化
・
複
数
回
実
施
等
に
つ
い

て
方
向
性
が
提
示
さ
れ
、『
来
年
度

実
施
の
教
員
採
用
選
考
の
第
１
次

選
考
の
実
施
日
程
に
つ
い
て
、
６

月
16
日
を
一
つ
の
目
安
（
基
準
日
）

と
し
て
で
き
る
だ
け
前
倒
し
を
積

極
的
に
検
討
』
す
る
よ
う
、
各
教

育
委
員
会
に
向
け
て
依
頼
が
あ
っ

た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
令
和
６
年
度
実

施
の
教
員
採
用
試
験
は
例
年
よ
り

１
カ
月
ほ
ど
前
倒
し
し
て
実
施
す

る
と
み
ら
れ
る
。

　

本
学
で
は
教
員
採
用
試
験
の
早

期
化
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
７
月
27
日
に
実
施
。
教
員

採
用
試
験
の
動
向
や
教
育
実
習
に

係
る
科
目
の
配
当
セ
メ
ス
タ
ー
の

変
更
な
ど
に
つ
い
て
学
年
別
に
説

明
し
た
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
の

教
育
実
習
が
教
員
採
用
試
験
の
第

１
次
試
験
日
と
重
複
し
な
い
よ
う
、

三
重
県
小
中
学
校
長
会
、
三
重
県

立
学
校
長
会
（
旧
三
重
県
高
等
学
校

長
協
会
）
及
び
実
習
校
に
教
育
実

習
の
日
程
変
更
を
依
頼
し
て
い
く
。

令
和
６
年
度
実
施
教
員
採
用
試
験
の
第
１
次
試
験
日
程

静
岡
県
、
静
岡
市
、
浜
松
市

５
月
１１
日（
土
）・
１２
日（
日
）

愛
知
県
、
名
古
屋
市
、

岐
阜
県

６
月
１5
日（
土
）�

３
年
生
に
第
１
次
試
験
の
受
験
機
会
を
拡
大

三
重
県

６
月
１5
日（
土
）

英語のリスニング対策に取り
組む学生

調印式での芝﨑校長（左）と豊田学長

教
採
試
験
早
期
化
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て

説
明
を
聞
く
学
生
た
ち

教育学科
萩 原 浩 司助教

国史学科
谷 戸 佑 紀准教授

旧交を温めた館友たち

加藤教授の指導のもと実技
に励む

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports
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〈学内活性化〉3件、
〈地域との連携〉1件を採択
令和 5年度チャレンジプロジェクト
　学生が主体となって「学内活性化」「地域と
の連携」に取り組むチャレンジプロジェクト。
令和 5年度は 4活動が採択された。

7 年ぶりに
神社スカウト全国大会開催
約1100名が本学に結集

　「つなげよう 伊勢の地に学ぶ 生きる力」を
テーマに 8月 5日から 7日にかけて神社本庁
主催の「第13回神社スカウト全国大会」が本
学等を会場に開催された。コロナ禍での延期
もあり、 7年ぶりとなった今大会には、59団
体約1100名が参加した。初日の 5日は本学記
念講堂にて開会式が執り行われ、本学 小串和
夫理事長が来賓祝辞を述べた。翌 6日は参拝
行進の後、本学図書館や佐川記念神道博物館、
神宮徴古館等の史跡探訪をし、他の団と交流
を深めるなど貴重な機会となったようだ。本
学記念講堂での閉会式では彬子女王殿下より
お言葉を賜った。また、大会長である神社本
庁総長 田中恆清氏から本学への感謝状が贈
呈された。

　

神
饌
調
理
で「
命
へ
の
感
謝
」

「
思
い
や
り
」を
学
ぶ

心
游
舎
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

学
生
29
名
が「
御
花
神
饌
づ
く
り
」を
体
験

　

夏休み親子教室に53組１2８名が参加
佐川記念神道博物館

　

佐
川
記
念
神
道
博
物
館
に
よ
る

夏
休
み
親
子
教
室
が
７
月
30
日
、

８
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

教
室
は
日
本
の
伝
統
文
化
や
郷
土

文
化
に
関
す
る
体
験
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
日
本
人
の
感
性
や

心
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
昨
年
度
よ
り
佐
川

記
念
神
道
博
物
館
学
芸
員
監
修
の

も
と
、
本
学
の
学
芸
員
課
程
履
修

生
が
企
画
・
運
営
を
し
て
お
り
、多

く
の
方
に
お
申
し
込
み
・
ご
参
加

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

今
回
は
「
立た

て

版ば
ん

古こ

を
作
ろ
う
」

（
７
月
30
日
）、「
和
本
ノ
ー
ト
を
作

ろ
う
」（
８
月
４
日
）を
企
画
。
両
日

と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
伊
勢
市
内

の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
、
計
53

組
１
２
８
名
に
ご
参
加
い
た
だ
い

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で
は
浮
世

絵
や
和
本
の
歴
史
を
学
ん
だ
後
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
学
生
が
子
ど

も
た
ち
に
作
り
方
を
教
え
た
。
ハ

サ
ミ
や
カ
ッ
タ
ー
、
製
本
用
針
な

ど
を
使
用
す
る
細
か
い
作
業
が
多

い
中
、
参
加
者
は
注
意
事
項
を
守

り
な
が
ら
工
作
を
楽
し
み
、
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
「
学
生
が
笑
顔
で
優

し
く
教
え
て
く
れ
た
」「
親
子
で
夢

中
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
喜
び
の

声
を
多
く
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
。

学
生
の
う
ち「
立
版
古
」チ
ー
ム
の

大
河
内
茜
さ
ん（
国
史
３
）は
「
学

芸
員
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
『
教

え
る
』
と
い
う
こ
と
を
実
際
の
現

場
で
学
べ
、良
い
経
験
に
な
っ
た
」

と
話
し
、
実
践
実
習
を
通
し
て
大

き
な
学
び
を
得
た
様
子
。「
和
本
」

チ
ー
ム
の
辻
本
真
里
奈
さ
ん
（
国

史
３
）
は
準
備
の
大
変
さ
を
振
り

返
り
つ
つ
「
自
分
た
ち
で
計
画
し

実
行
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
か
っ

た
が
、
本
番
で
は
そ
れ
以
上
の
達

成
感
が
あ
り
、
開
催
し
て
よ
か
っ

た
」
と
、
参
加
者
に
満
足
い
た
だ

け
た
喜
び
を
噛
み
し
め
て
い
た
。

学
芸
員
を
志
す
学
生
に
と
っ
て
、

実
際
の
博
物
館
に
お
け
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
企
画
を
体
験
す
る
大
変

貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　

神
明
に
対
す
る
奉
仕
を
実
際
に
体

験
し
、
将
来
指
導
神
職
と
な
る
に
必

要
な
基
礎
的
資
質
を
養
う
こ
と
を
目

的
に
、
７
月
８
日
、
22
日
の
両
日
、

８
３
３
教
室
に
お
い
て
神
職
課
程
履

修
者（
学
部
生
・
神
道
学
専
攻
科
）の
学

生
67
名
が
指
定
実
習
Ⅰ（
神
饌
調
理
）

を
行
っ
た
。

　

最
上
の
お
い
し
さ
、
美
し
さ
で
神

様
に
供
え
る
べ
く
、
学
生
た
ち
は
慎

重
な
手
つ
き
で
取
り
組
ん
だ
。
直
会

用
と
し
て
鯛
の
松
皮
づ
く
り
、
鯛
の

ご
ま
茶
漬
け
、
鯛
の
ほ
ぐ
し
身
入
り

生
姜
ご
飯
を
完
成
さ
せ
た
。

　

三
船
麗
愛
さ
ん（
神
道
１
）は
「
鯛

の
背
び
れ
で
指
を
ケ
ガ
し
た
際
、
鯛

の
生
き
物
と
し
て
の
力
強
さ
を
実
感

し
、
命
の
重
み
、
命
を
い
た
だ
く
と

は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
非
常
に

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
自
分
た
ち
が
常

に
数
々
の
命
に
よ
っ
て
生
か
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
」
と
語
り
、
鈴
木
翔
大
さ
ん

（
専
攻
科
）
は
「
味
だ
け
で
な
く
、
お

い
し
く
見
え
る
飾
り
付
け
と
い
っ
た
、

相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
大
切
だ

と
気
付
い
た
。
神
饌
調
理
に
限
ら
ず
、

何
を
す
る
に
お
い
て
も
思
い
や
り
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

感
想
を
話
し
た
。

　

彬
子
女
王
殿
下
が
総
裁
を
務
め
ら
れ
、
本

学
も
会
員
で
あ
る
「
心
游
舎
」
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
が
８
月
８
日
、
本
学
・
佐
川
記
念
神
道

博
物
館
に
お
い
て
催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
、
博

物
館
学
芸
員
を
目
指
す
学
生
29
名
が
「
御
花

神
饌
」
づ
く
り
を
体
験
し
た
。

　

御
花
神
饌
と
は
古
代
染
め
の
和
紙
で
作
ら

れ
る
造
花
を
京
都
・
石
清
水
八
幡
宮
で
毎
年

９
月
15
日
行
わ
れ
る
勅
祭
・
石
清
水
祭
に
お

供
え
さ
れ
る
12
種
類
の
御
花
神
饌
の
一
部
を

制
作
す
る
も
の
で
、
本
学
で
の
開
催
は
平
成

27
年
に
続
き
４
回
目
と
な
る
。

　

冒
頭
、
松
本
丘
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

長
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
彬
子
女
王
殿
下

の
お
話
が
あ
っ
た
。
次
に
、
採
取
し
た
各
樹

種
の
枝
や
、
化
学
染
料
を
一
切
使
用
し
な
い

古
代
染
め
の
技
法
の
復
元
に
よ
る
取
り
組
み

等
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
染
織
家
・
吉
岡
更
紗

氏
が
講
話
を
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
参

加
し
た
学
生
は

６
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
い
よ

い
よ
御
花
神
饌

づ
く
り
に
挑
戦
。

染
色
工
房
「
染

司
よ
し
お
か
」

の
方
々
の
手
ほ

ど
き
の
も
と
、
古
代
染
め
が
施
さ
れ
た
和
紙

や
お
米
の
糊
な
ど
、
普
段
使
い
慣
れ
な
い
繊

細
な
作
業
に
苦
戦
し
つ
つ
、
真
剣
な
表
情
で

紅
白
の
梅
の
花
と
南
天
を
丁
寧
に
作
り
込
ん

で
い
た
。

　

御
花
神
饌
づ
く
り
に
携
わ
っ
た
本
田
菜
々

子
さ
ん（
神
道
4
）は
「
今
回
、彬
子
女
王
殿
下

と
ご
一
緒
に
石
清
水
祭
に
奉
ら
れ
る
御
花
神

饌
を
作
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
な
１

日
で
し
た
。
繊
細
な
作
業
が
多
く
、
な
か
な

か
上
手
く
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
点
も
あ
り

ま
し
た
が
、
真
剣
に
楽
し
く
心
を
込
め
て
作

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
伝
統
を
知
る
だ

け
で
は
な
く
、体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、よ

り
自
身
の
学
び
が
深
ま
り
ま
し
た
」
と
語
っ

て
い
た
。

　

本
学
教
員
と
学
生
代
表
計
6
名
が
石
清
水

祭
に
参
列
し
、
学
生
全
員
で
協
力
し
て
完
成

し
た
紅
白
の
梅
の
花
と
南
天
を
お
納
め
し
た
。

萼の会（大学保護者会）
地区別教育懇談会を6会場で開催

　「地区別教育懇談会」は 大学の教職員が全
国の会場に赴き保護者の皆様と学修状況や就
職等について、情報交換を行う機会として開
催しています。今年度は、全国 6会場（福岡・
大阪・浜松・名古屋・津・伊勢）に265名が集い、
「全体会」において、萼の会本部役員の挨拶、
学長挨拶、大学の現況報告。また「個別懇談
会」では、各学科の教員が保護者に対して履
修状況や成績及び学生生活、就職について説
明し、質問や相談に適宜応じた。

イ
キ
イ
キ
と
し
た
活
魚
の
姿
で
お
供
え
す
る

た
め
、麻
緒
で
背
び
れ
を
広
げ
、口
を
通
し
て
、

尾
び
れ
が
勢
い
よ
く
跳
ね
て
い
る
よ
う
に
引
き

上
げ
て
縛
る

高校生レストランを指導した元相可高校教諭の
村林新吾さんに指導を仰ぐ

サポート教員 代　表 概　要

学内活性化
めっちゃえぇ（ｅ）スポーツ大会

佐藤武尊准教授 長谷 亮佑
（教育 4）

スポーツ活動を通して
学内を活性化

皇學館大学リトルフリーライブラリー設置
プロジェクト

岡野裕行准教授 中村 始桜
（国文 3）

学生・教職員が私物図
書をシェアし交流を図る

皇學館ULCプロジェクト〜大学の魅力再発見〜

長谷川怜准教授 山本 謙利
（国史 3）

主に図書館で学生によ
る小規模展示会を開催

地域との連携
SDGsを食の視点から考えるプロジェクト

駒田聡子教授 江上 晃太
（教育 3）

フードパントリーの設
置等

器用にハサミで切り取る参加者

「和本ノートを作ろう」での糸綴じ作業

感謝状を受け取る河野訓学長

学生にやり方を手ほどきされる
彬子女王殿下

ご挨拶される彬子女王殿下

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports
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〜学生の声をより豊かな学びに生かす〜

皇學館大学の　　　　　
「学びの質・環境」を考える

　歴史と伝統を踏まえつつ、本学が今後の展望として策定した
「第 ２期中期行動計画」（令和 ２年度〜令和 ６年度）。同計画では「大
学教育の『学び』の質保証・学修者本位の教育への転換」「学生の
主体性、可能性を伸ばす学生支援」等を事業の柱に掲げ、さま
ざまな教育改革を推し進めている。今回は「内部質保
証」の取り組みとして ９ 月 ５ 日に座談会を開き、カ
リキュラムや支援体制、施設・設備等について教員
と各学部の学生が意見を交わした。 第2期中期行動計画はこちらから▲

【特別企画】教員×学生座談会
〜学生の声をより豊かな学びに生かす〜

皇學館大学の　　　　　
「学びの質・環境」を考える

座談会メンバー
◦岡 野 友 彦文学部 教授（文学部長）

◦大 杉 成 喜教育学部 教授（教育学科主任）

◦筒 井 琢 磨現代日本社会学部 教授 
（質保証・質向上委員会副委員長、教育開発センター長）

◦中 村 悠 真さん（文学部 ４ 年）

◦服 部 ま りさん（教育学部 ４ 年）

◦森　知帆里さん（現代日本社会学部 ４ 年）

学
修
に
つ
い
て

筒
井
教
授
⃝
本
日
、
司
会
進
行
を
務

め
ま
す
。
本
学
の
教
育
の
質
向
上
に

向
け
、
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
率
直
な

意
見
を
い
た
だ
き
、
改
善
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
で

は
、
さ
っ
そ
く
、
我
々
教
員
と
学
生

さ
ん
を
結
ぶ
架
け
橋
と
な
っ
て
い
る

シ
ラ
バ
ス
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
普

段
シ
ラ
バ
ス
を
ど
の
程
度
活
用
し
、

意
識
し
て
い
ま
す
か
？

森
⃝
授
業
の
中
身
、
展
開
に
重
き
を

置
い
て
い
る
の
で
よ
く
参
照
し
ま
す
。

後
か
ら
見
返
し
た
と
き
に
シ
ラ
バ
ス

通
り
に
な
っ
て
い
る
と
充
足
感
が
あ

っ
て
気
持
ち
が
よ
く
、
学
び
の
過
程

を
確
認
で
き
る
の
で
学
修
の
質
を
高

め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
テ
ス
ト

や
レ
ポ
ー
ト
に
も
役
立
つ
の
で
、
丁

寧
に
照
ら
し
合
わ
せ
ら
れ
る
工
夫
を

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

服
部
⃝
私
も
テ
ス
ト
の
有
無
や
レ
ポ

ー
ト
提
出
の
時
期
を
把
握
し
て
お
く

と
見
通
し
が
つ
く
の
で
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
す
。
学
内
で
の
活
動
な
ど
が
あ
り
、

日
程
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
。

中
村
⃝
基
本
的
に
興
味
の
あ
る
分
野

を
取
る
の
で
あ
ま
り
見
ま
せ
ん
が
、

テ
ス
ト
や
レ
ポ
ー
ト
の
有
無
、
試
験

の
形
式
な
ど
は
確
認
し
ま
す
。
シ
ラ

バ
ス
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
授
業
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

シ
ラ
バ
ス
は
変
わ
る
も
の�

大
杉
教
授
⃝
実
の
と
こ
ろ
、
シ
ラ
バ

ス
は
授
業
の
進
行
状
況
な
ど
に
よ
っ

て
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と

く
に
コ
ロ
ナ
禍
で
は
教
員
も
手
探
り

状
態
だ
っ
た
の
で
か
な
り
修
正
し
ま

し
た
。

岡
野
教
授
⃝
大
杉
先
生
の
お
っ
し
ゃ

る
通
り
で
、
シ
ラ
バ
ス
は
生
き
も
の
。

我
々
教
員
も
日
々
懸
命
に
授
業
改
善

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
授
業
の
進
捗

状
況
に
鑑
み
な
が
ら
調
整
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
学
生
の
多

く
は
シ
ラ
バ
ス
が
変
わ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
毎
週
確
認
す

る
の
は
大
変
で
す
が
、
気
に
留
め
て

も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

筒
井
教
授
⃝
今
年
の
１
年
生
か
ら
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
が
必
携
化
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
パ
ソ
コ
ン
で
シ
ラ
バ
ス

を
確
認
し
な
が
ら
受
講
で
き
る
の
で
、

ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

岡
野
教
授
⃝
シ
ラ
バ
ス
に
書
い
て
あ

る
成
績
評
価
基
準
に
つ
い
て
は
い
か

が
で
す
か
。
記
載
通
り
に
履
行
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

中
村
⃝
テ
ス
ト
や
出
席
日
数
な
ど
数

値
化
さ
れ
て
い
る
も
の
で
違
う
と
感

じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

服
部
⃝
テ
ス
ト
や
レ
ポ
ー
ト
を
提
出

し
て
も
返
っ
て
く
る
教
科
が
少
な
く
、

最
後
に
成
績
が
付
い
て
「
そ
う
だ
っ

た
ん
だ
」
と
思
う
こ
と
が
多
い
で
す
。

ま
た
、
テ
ス
ト
や
出
席
日
数
な
ど
成

績
に
関
係
す
る
部
分
は
同
じ
な
の
に

評
価
が
異
な
る
こ
と
が
あ
る
と
、
何

の
違
い
な
の
だ
ろ
う
と
疑
問
に
感
じ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

森
⃝
自
分
の
間
違
っ
た
と
こ
ろ
や
足

り
な
い
点
が
わ
か
ら
な
い
と
、
今
後

に
生
か
せ
ま
せ
ん
よ
ね
。
き
ち
ん
と

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
あ
る
と
改
善
で

き
ま
す
し
、
納
得
の
い
く
成
績
評
価

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

岡
野
教
授
⃝
教
員
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ
て
は
い
る
が
、

な
か
な
か
返
せ
て
い
な
い
現
状
を
認

識
し
ま
し
た
。
改
善
し
て
い
く
べ
き

案
件
だ
と
思
い
ま
す
。

大
杉
教
授
⃝
ミ
ニ
ッ
ツ
ペ
ー
パ
ー
等

に
関
し
て
私
は
必
ず
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
て
い
ま
す
。
履
修
人
数
が
少
な

い
と
き
は
全
て
コ
メ
ン
ト
し
て
、
履

修
者
が
多
い
授
業
で
は
何
人
か
を
抽

出
し
て
紹
介
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
最
終
テ
ス
ト
を
最
後
に
持
っ
て

く
る
と
返
す
機
会
を
失
う
の
で
、
そ

の
点
は
検
討
の
余
地
が
あ
り
ま
す
ね
。

筒
井
教
授
⃝
振
り
返
り
も
大
事
な
時

間
と
の
認
識
を
改
め
て
持
ち
、
有
効

な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
し
て
い
く
こ

と
を
心
掛
け
ま
す
。事
前
・
事
後
学
習

に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

服
部
⃝
事
前
・
事
後
学
習
し
た
こ
と

が
授
業
に
反
映
さ
れ
る
と
や
は
り
や

る
気
が
出
ま
す
。

森
⃝
事
前
学
習
で
示
さ
れ
た
内
容
が

授
業
で
触
れ
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る

と
、
と
り
あ
え
ず
出
し
て
お
け
ば
い

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
授
業
で
活
用
さ
れ
る
と
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
維
持
で
き
る
の
で
、

授
業
に
生
か
し
て
ほ
し
い
で
す
。

岡
野
教
授
⃝
事
前
・
事
後
学
習
を
き

ち
ん
と
課
す
と
、
Ｃ＊
１

Ａ
Ｐ
制（
履
修
単

位
の
上
限
設
定
）を
厳
格
化
し
な
い
と

い
け
な
い
問
題
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

服
部
⃝
教
育
学
部
に
関
し
て
い
え
ば

複
数
の
免
許
・
資
格
の
取
得
を
め
ざ

し
た
り
、
興
味
の
あ
る
分
野
を
学
ぼ

う
と
す
る
と
履
修
科
目
が
多
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
学
び
に
意
欲
的
な

の
は
い
い
こ
と
な
の
で
、
難
し
い
問

題
だ
と
思
い
ま
す
。

大
杉
教
授
⃝
教
育
学
部
は
１
年
の
春

学
期
が
空
き
気
味
で
、３
、４
年
に
な

る
と
か
な
り
詰
ま
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
辺
り
を
万
遍
な
く
で
き
な
い
か
な

と
。
ほ
か
の
授
業
と
重
な
る
点
は
改

善
が
必
要
で
、
先
生
同
士
、
シ
ラ
バ 岡野友彦教授

筒井琢磨教授
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支
援
に
つ
い
て

筒
井
教
授
⃝
指＊
４

導
教
員
制
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
す
か
。

服
部
⃝
指
導
教
員
の
先
生
が
付
い
て

く
だ
さ
る
こ
と
で
安
心
し
て
学
生
生

活
が
送
れ
ま
す
。

中
村
⃝
30
人
い
る
ゼ
ミ
も
あ
れ
ば
４

人
の
ゼ
ミ
も
あ
り
、
人
数
が
偏
っ
て

も
同
等
の
指
導
を
受
け
ら
れ
る
の
か

疑
問
に
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

岡
野
教
授
⃝
中
村
さ
ん
の
話
は
お
そ

ら
く
学
科
特
有
の
問
題
。
人
数
の
上

限
を
決
め
る
と
希
望
通
り
に
い
か
な

い
ケ
ー
ス
が
出
て
く
る
の
で
、
ど
ち

ら
を
優
先
さ
せ
る
か
、
兼
ね
合
い
が

難
し
い
。

森
⃝
ゼ
ミ
を
選
ぶ
際
に
、
Ｇ＊
５

Ｐ
Ａ
や

学
科
行
事
へ
の
出
席
な
ど
が
考
慮
さ

れ
る
と
聞
い
て
い
た
が
、
希
望
通
り

に
い
か
な
か
っ
た
友
人
が
い
ま
し
た
。

先
生
に
説
明
を
求
め
た
が
、
納
得
が

い
く
説
明
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。

教
員
が
学
生
を�

�

し
っ
か
り
支
え
る
と
の
思
い�

筒
井
教
授
⃝
説
明
責
任
を
果
た
す
よ

う
徹
底
し
た
い
と
思
い
ま
す
。修
学
・

進
路
支
援
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
。

筒
井
教
授
⃝
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
や
倉
陵

会
館
（
食
堂
）、
図
書
館
に
つ
い
て
は

い
か
が
で
す
か
？

中
村
⃝
夏
場
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
と

て
も
暑
い
の
で
、
す
べ
て
の
部
室
に

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
な
ど
熱
中
症

対
策
を
施
し
て
ほ
し
い
で
す
。

森
⃝
第
一
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
も
う
少
し

高
さ
の
あ
る
防
球
ネ
ッ
ト
を
整
備
し

て
も
ら
え
る
と
、
ト
ラ
ッ
ク
競
技
と

フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
の
間
で
未
然
に
事

故
や
ト
ラ
ブ
ル
を
防
げ
る
と
思
う
の

で
ぜ
ひ
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

中
村
⃝
食
堂
は
回
数
券
を
販
売
す
れ

ば
混
雑
の
解
消
に
つ
な
が
る
か
な
と
。

２
階
に
ポ
ッ
ト
や
残
飯
を
捨
て
る
と

こ
ろ
が
あ
れ
ば
な
お
便
利
だ
と
思
い

ま
す
。

服
部
⃝
倉
陵
会
館
は
２
階
が
暑
く
、

夏
場
の
利
用
は
控
え
て
い
ま
す
。
以

前
は
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
食
べ
ら
れ

る
大
盛
り
系
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
っ
た

の
で
復
活
を
希
望
し
ま
す
。

中
村
⃝
図
書
館
は
非
常
に
設
備
が
充

実
し
て
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
立

て
て
く
れ
る
の
で
あ
り
が
た
い
で
す
。

た
だ
、
ネ
ッ
ト
が
届
き
に
く
い
の
で

レ
ポ
ー
ト
を
書
く
の
に
不
便
な
と
き

が
あ
り
ま
す
。

筒
井
教
授
⃝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

（
皇
學
館W

i-Fi

）に
つ
い
て
の
意
見
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

服
部
⃝
建
物
を
移
動
す
る
た
び
に
つ

な
ぎ
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
が

難
点
で
す
。

森
⃝
通
信
速
度
が
遅
く
な
る
の
で
、

個
人
で
無
制
限
の
タ
イ
プ
を
契
約
し

て
使
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

環
境（
施
設
・
設
備
）に
つ
い
て

ス
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

筒
井
教
授
⃝
Ｃ
Ａ
Ｐ
制
に
つ
い
て
は

何
と
か
解
決
策
を
見
出
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
双
方
向
授
業（r

＊
２

espon

等
）

や
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
、

m

＊
３anaba

、
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
す
か
。

服
部
⃝respon

の
投
票
機
能
な
ど
、

自
分
の
意
見
や
生
の
声
が
反
映
さ
れ

た
授
業
は
参
加
し
て
い
る
喜
び
が
あ

り
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク（
ア
ク
テ

ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
は
コ
ロ
ナ
禍
時
の

空
気
感
を
引
き
ず
っ
て
苦
手
に
感
じ

る
学
生
と
そ
う
で
な
い
学
生
の
差
が

す
ご
く
出
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
こ

れ
は
学
生
側
の
反
省
点
で
す
が
。

中
村
⃝m

anaba

は
新
聞
な
ど
の
資

料
を
自
宅
に
居
な
が
ら
集
め
ら
れ
る

機
能
が
素
晴
ら
し
い
。

森
⃝m

anaba

の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

機
能
が
と
て
も
役
立
ち
ま
し
た
。
１

年
次
に
調
べ
た
こ
と
を
閲
覧
で
き
る

の
で
改
め
て
調
べ
直
す
必
要
が
な
く
、

積
み
重
ね
て
い
け
る
点
が
あ
り
が
た

い
で
す
。

中
村
⃝
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
を
し
て
い
ま
す

が
、
ど
の
活
動
も
な
か
な
か
後
輩
が

入
っ
て
こ
な
い
課
題
を
抱
え
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
年
は
倉
陵
祭

に
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
が
参
加
す
る
の
で
、

魅
力
や
楽
し
さ
を
発
信
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

森
⃝
私
が
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
を
始
め
た
き

っ
か
け
は
先
輩
の
「
楽
し
い
よ
」
と

の
言
葉
で
し
た
。
実
際
に
携
わ
っ
て

い
る
人
の
話
は
説
得
力
が
あ
る
の
で
、

最
初
は
学
生
、
次
い
で
大
学
側
が
メ

リ
ッ
ト
を
提
示
し
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
一
点
、
車
の
使
用
制
限
は

解
消
し
て
ほ
し
い
で
す
。

大
杉
教
授
⃝
車
で
の
移
動
に
つ
い
て

は
許
可
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

い
き
な
り
「
今
日
使
い
た
い
」
と
言

わ
れ
る
と
困
り
ま
す
が
、
保
険
な
ど

の
条
件
を
満
た
し
て
事
前
に
地
域
課

題
学
修
支
援
室
に
相
談
し
て
も
ら
え

れ
ば
あ
る
程
度
融
通
が
利
く
か
と
思

い
ま
す
。

　

のべ１８5７名が来場
８月からは学食体験も
令和 ５年度オープンキャンパス

　
６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
４
日
間
開
催
し

た（
８
月
は
２
日
間
）。新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
第
５
類
移
行
に
伴
い
事
前

予
約
が
不
要
と
な
り
付
添
者
の
人
数

制
限
も
撤
廃
さ
れ
た
た
め
、
受
験
生

の
み
な
ら
ず
ご
家
族
の
皆
様
に
も
多

く
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。
猛
暑
や
天

候
不
順
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
の
べ

１
８
５
７
名
の
参
加
者
数
で
あ
っ
た
。

　
内
容
は
未
来
発
見
セ
ミ
ナ
ー
（
６

月
）、
模
擬
講
義（
７
月
）、
体
験
型
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
８
月
）、
Ａ
Ｏ
対
策
講
座

（
８
月
）
と
時
期
に
合
わ
せ
、
多
彩
な

角
度
か
ら
本
学
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。
加
え
て
入

試
説
明
、
大
学
説
明
、
学
科
・
コ
ー

ス
説
明
、
個
別
相
談
、
キ
ャ
ン
パ
ス

ツ
ア
ー
、
保
護
者
説
明
な
ど
を
毎
回

実
施
し
た
。
会
場
内
で
は
親
子
で
熱

心
に
メ
モ
を
取
り
つ
つ
、
進
路
研
究

を
す
る
光
景
が
至
る
と
こ
ろ
で
見
ら

れ
た
。
ま
た
、
毎
回
多
く
の
学
生
ス

タ
ッ
フ
が
揃
い
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着

て
参
加
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
司
会
や
キ

ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
の
引
率
な
ど
終
始

笑
顔
で
対
応
し
、
大
活
躍
で
あ
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
、
皇
學
館
大

学
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
た
」「
自
分
の

将
来
が
想
像
で
き
る
良
い
機
会
に
な

っ
た
」「
個
別
相
談
で
、先
生
方
に
親

身
に
な
っ
て
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ

け
た
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ
い
た
。

　
８
月
に
は
長
く
自
粛
し
て
い
た

「
学
食
体
験
」を
事
前
予
約
制
で
再
開

し
、
学
食
自
慢
の
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る

日
替
わ
り
定
食
や
伊
勢
う
ど
ん
、
鶏

唐
マ
ヨ
丼
を
参
加
者
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
い
た
。

　
次
回
は
学
校
推
薦
型
選
抜
を
直
前

に
控
え
た
10
月
28
日
（
土
）〔
10
時
〜

12
時
30
分
〕
に
倉
陵
祭
と
同
時
開
催

し
、
入
試
説
明
、
個
別
相
談
を
中
心

に
実
施
す
る
。

森
⃝
就
職
担
当
に
は
本
当
に
お
世
話

に
な
っ
て
い
て
、
学
生
の
目
線
で
寄

り
添
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
あ
り
が
た

い
で
す
。
大
学
へ
の
要
望
と
し
て
は
、

面
接
な
ど
就
職
活
動
に
関
す
る
欠
席

を
要
配
慮
の
欠
席
に
し
て
も
ら
え
る

と
学
生
自
身
の
心
の
余
裕
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。

服
部
⃝
今
年
は
お
盆
に
教
員
採
用
対

策
講
座
や
面
接
試
験
指
導
、
実
技
指

導
な
ど
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
感

謝
し
か
な
い
で
す
。
他
の
大
学
と
比

べ
て
も
、
こ
こ
ま
で
手
厚
い
サ
ポ
ー

ト
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

大
杉
教
授
⃝
夏
期
休
暇
中
も
休
み
返

上
で
特
別
対
策
講
座
を
実
施
し
て
お

り
、
今
年
は
学
校
閉
鎖
期
間
中
も
開

講
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
皆
さ
ん
の
成

果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
感
謝
の
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ

く
と
励
み
に
な
り
ま
す
。

大
杉
教
授
⃝W

i-Fi

に
関
し
て
は
コ

ロ
ナ
時
に
対
策
し
て
お
り
非
常
に
電

波
が
強
い
状
況
で
す
。
た
だ
、
建
物

ご
と
に
つ
な
ぎ
直
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
は
我
々
も
苦
労
し
て
い
る
。

承
っ
て
お
き
ま
す
。

改
善
に
向
け
努
力
し
て
い
く�

筒
井
教
授
⃝
い
ろ
い
ろ
見
落
と
し
の

あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

ほ
か
に
気
に
な
る
点
は
あ
り
ま
す

か
？

森
⃝
オ
ン
ラ
イ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
が
で
き
る
な
ど
、
就
職
活
動
用

の
ス
ペ
ー
ス
が
ほ
し
い
で
す
。

服
部
⃝
模
擬
授
業
の
練
習
場
所
が
ほ

し
い
で
す
。

大
杉
教
授
⃝
た
し
か
に
倉
志
会
と
つ

ば
さ
両
方
が
模
擬
授
業
で
き
る
教
室

が
あ
る
と
い
い
で
す
よ
ね
。

岡
野
教
授
⃝
率
直
な
意
見
を
聞
か
せ

て
も
ら
え
た
こ
と
で
、本
学
に
と
っ

て
貴
重
な
反
省
の
機
会
に
な
り
ま
し

た
。

筒
井
教
授
⃝
本
日
の
話
を
も
と
に
改

善
に
向
け
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

用語解説
＊１ CAP制…大学における単位制では、1 時間

の講義の授業時間に対して 2 時間に相当す
る事前・事後学習が必要とされている。この
単位制度を実質化し、質の高い学修を保証
するため、1 年間で履修登録のできる単位
数を制限する。

＊２ respon…学生が自身のスマートフォンで
使用する出席管理機能付きのコミュニケー
ションツール。教室内の全学生がリアルタイ
ムに回答結果や他学生の意見などを閲覧で
きる。

＊３ manaba…課題管理や情報発信機能、レ
ポートや評価が自動的に蓄積されるポート
フォリオ機能により学修をサポートするクラ
ウド型教育支援サービス。

＊4 指導教員制…全教員が 1 学年10名ほどの
学生を受け持つ制度。3 、4 年生はゼミ担
当教員が指導教員となる。

＊５ GPA…「Grade Point Average」の略で、
科目の評価をグレードポイント（GP）に換算
し、1 単位あたりのGP平均値を算出するも
の。本学のGPAは、履修登録した科目毎の
５ 段階評価（秀、優、良、可、不可・放棄）を 4 か
ら 0 までのGPに置き換えて単位数を掛け、
その総和を履修登録単位数の合計で割っ
た平均点。

受付の様子

神道学科体験型プログラム

大杉成喜教授

中村悠真さん

服部まりさん 森 知帆里さん
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＂清明正直＂の校風を体感
中学校では中大連携の取り組みも

高校・中学校でオープンスクールを開催

ドッヂビーで盛り上がる
クラスマッチ

トルコ＆ドイツより留学生が来校

中 大 連 携

「ドローンプログラミング体験」に
未来理工部が挑戦

三重県私立中学校フェア2０23に参加

教える難しさがわかった 3 年Ａ組　山  下  輝  之

みんなが気持ちよく参加できるクラスマッチに
 総務副委員長　岡  本  兼  成（ 2 年 7 組）

クラスの一員として関われた喜び
松山 セイヤダ 天瑠 ファティマ ギラニ

皆さんと仲良くできたら嬉しい
島  田  莉  彩

　私は、日本の高校で学校生活を
送るという体験を通して、日本の
礼儀作法、規則、そして生活様式
など様々なことを学びました。授
業はとても魅力的で、特に印象に
残っているのは「言語文化（古典）」
「現代の国語」「書道」です。書道
ではわずかな筆の動きの違いによ
ってできる作品が全く違ったもの
になることを学びました。また、友
人と一緒に食べるお弁当の時間は
本当に楽しい時でした。生徒用の

流し台がきちん
と整備されてい
るのも衛生的だ
と思いました。クラスの一員とし
てクラスマッチ大会の旗作りに関
われたことは大きな喜びでした。
　ほんの短い期間でしたが、この
ような貴重な機会が持てたことは
自分にとって有益な経験となりま
した。皆さんに感謝するとともに、
皆さんのご多幸をお祈りしていま
す。

　こんにちは。はじめまして、私
の名前は島田莉彩です。16歳です。
ドイツ人と日本人のハーフで、ド
イツから来ました。
　ドイツではギムナジウム＊とい
う学校に行っていて、 9月から11
年生になります。ドイツでは小学
校から学年を数えていくので、高
校 1年生は10年生と11年生とが同
じ学年になります。

　ドイツでは文
系の学校に通っ
ており、英語と
ヨーロッパの古代の言葉を習って
います。日本語を話せるので、ぜ
ひ話しかけてください。みなさん
と仲良くできたら嬉しいです。よ
ろしくお願いします。

＊ギムナジウム�
大学進学を前提とした中等教育機関

　今年のクラスマッチはドッヂビーを行い、
7月14日と15日の 2日間実施しました。各
クラスとも本番前にクラスの選手たちと作
戦を立てたり、前半と後半に誰が出るかを
考えたりと、全員で話し合って当日に臨み
ました。また、男女混合ということもあっ
てか、どれも白熱した試合になり、応援の

方もこの日のために前々から準備してきた
のかと思うような熱気にあふれたものでし
た。私は審判やトーナメント表の作成など
本部の運営をしていました。今後も先生方
や校友会のメンバーたちと事前に話し合い、
みんなが気持ちよく参加できるクラスマッ
チにしていきたいと思いました。

9 月 2 日、 3 日に皇學館高等学校の本年度
オープンスクール第 1 回が開催され、多

くの来場者で賑わった。学校・入試説明や吹奏
楽部による歓迎ミニコンサートが行われたほか、
自由参加のクラブ見学や校舎内施設見学（シー
ルラリー）を実施。参加した中学生と保護者は個
別進学相談会で質問したり、興味のあるクラブ
を見て回り、校風を体感できたようだ。

　皇學館中学校では 9 月 9 日に小学 3 〜 6
年生を対象に部活体験会＆施設見学会が行
われた。部活体験会は未来理工部、バドミ
ントン部、卓球部が参加。今回初めての取
り組みとなる特別施設見学会（希望者）は大
学の記念講堂や約44万冊の図書が所蔵され
た大学図書館、神宮皇學館時代の本館であ

る記念館を案内し、本校の伝統や歴史、スケールメリットを知っていただく
機会とした。

　 7 月14日、15日にクラスマッチ「ドッヂビ
ー」が行われ、大いに盛り上がった。「ドッヂ
ビー」とはドッヂボールのボールをウレタン
製のディスクに変えたゲーム。柔らかいため
ケガのリスクが少なく、小学生の間で人気を
呼んでいる。
　 1日目は学年予選が行われ、 2日目は順位
に分かれてトーナメント戦が開かれた。

　私は理科体験教室の司会を担当し、 1
講座30人くらいの小学生を前に、司会進
行や先生の助手として授業に携わる経験
をさせていただきました。
　小学生にわかりやすく教えられるよう
にと、事前に何度も練習を重ねましたが、
そう簡単に思いは伝わらず、教えるとい
うことの難しさがわかりました。私自身

が今後磨きをかける部分として受けとめ
ました。
　参加してくださった小学生のみなさん
は初めて会った私たち中学生に対しても、
「ちょっと前を向いてね」とか「ここ大事
だよ」などの声かけを素直に聞き入れて
くれたのですごく嬉しかったです。

大 学との連携講座「ドロー
ンプログラミング体験」

が 5 月から 7 月にかけて計 6 回
実施され、未来理工部の生徒 9
名が参加した。ドローンを自在
に操ることを目標に、教育学部
の大杉成喜教授とゼミ生による
専門的な指導を受けながらプログラミングや操縦に取り組んでき
た生徒たち。角度や距離をタブレット端末に入力しては実際にド
ローンを飛ばし、何度も失敗を繰り返しながら最終的にはイメー
ジ通りに飛行させることに成功した。同部の中山湧斗さん（ 3 年）

は「ドローンが動かなくなってしまったときの対処法やドローン
をどうプログラミングすれば行きたいところに行けるかなど考え
る力の必要性を学ぶことができた。これからは考える力を生かし
て大会で良い結果を残せるよう頑張りたい」と話した。

7 月30日にメッセウイング・みえで「三重
県私立中学校フェア2023」が開催され、本

校を含め県内の私立中学校10校が参加した。当
日は学校別体験教室「チリメンモンスターの生
物でミニ水族館をつくろう〜生き物の多様性を
学ぶ〜」や個別相談会、合同企画英語体験コー
ナー等が実施され、来場者は興味深そうに各校のブースを回っていた。教員のサポ
ート役を担ってくれた12名の生徒のうち、山下輝之さんの感想を掲載する。

6 月 26 日、トルコより留学生、松山 セイヤダ 天瑠 ファティマ
ギラニさんが来校。約 3 週間の学校生活を満喫した。英語、日

本語、ウルドゥー語を話し、中国語、トルコ語も理解できる天瑠さん。
クラスメイトたちとすぐに打ち解け、休み時間など楽しそうにおしゃ

べりする姿が見られた。
　また、 ８ 月31日にはドイツから
島田莉彩さんが来校した。島田さ
んはドイツ人と日本人のハーフ。
12月22日までの予定で 1 年生とと
もに学習する。以下に天瑠さんの
感想、島田さんの挨拶を抜粋して
紹介する。

高
校
・
中
学
校

高
　
校

中
学
校

クラスマッチ結果
トーナメント

順位 Ａ Ｂ Ｃ
優　勝 ２ - 3 ２ - ２ ２ - ６
準優勝 ２ - １ 3 - ８ ２ - ８
3 　位 3 - ５ 3 - １ 3 - 3

記念講堂でプレゼンしている内田さん（中学）

手形を押し旗作りに参加する天瑠さん

学校説明をする飯田さん（高校）
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附属図書館特別展示会のお知らせ

イベントカレンダー
各講座の詳細は本学ホームページでご確認ください。
時時場所（■本学 ■他）料料金対対象予予約問問合先

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
図
書
館
は
大
き

く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。そ
の
一
つ
が
、図

書
館
の
中
に
入
ら
な
く
て
も
図
書
館
サ

ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
仕
組
み
作
り
で

あ
る
。

　

令
和
４
年
11
月
に
「E

イ
ー
ジ
ー
プ
ロ
キ
シ

Zproxy

」
と

い
う
「
学
外
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
」
の

仕
組
み
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
図
書
館
や
大
学
内
で
し
か
利
用
で
き

な
か
っ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
さ
え
あ
れ
ば
、
ど
こ

で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
大
学
が
契
約
し
て
い
る
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
13
種
類
、
電
子
書
籍
約

１
１
０
０
冊
が
学
外
で
も
利
用
可
能
と

な
っ
た
。EZproxy

導
入
後
は
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
利
用
が
増
加
し
て
お
り
、
う

ち
半
数
程
度
は
学
外
か
ら
の
利
用
と
み

ら
れ
る
。
図
書
館
入
館
者
数
は
年
々
減

少
傾
向
に
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
「
非

来
館
型
サ
ー
ビ
ス
」の
提
供
に
よ
り
、学

修
場
所
の
制
約
が
な
く
な
り
、
学
生
の

学
修
ス
タ
イ
ル
も
柔
軟
に
変
化
し
て
い

る
と
言
え
る
。

　

一
方
で
、
図
書
館
施
設
の
活
用
形
態

も
変
化
し
て
い
る
。
図
書
館
２
階
の
展

示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
ふ
み
く
ら
倶
楽
部
」
が
展
示
活
動

を
継
続
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
学

生
・
教
員
か
ら
の
展
示
希
望
も
増
加
し

て
い
る
。
一
例
を
紹
介
す
る
。
岡
田
登

名
誉
教
授
指
導
の
も
と
行
わ
れ
た
考
古

学
研
究
会
の
活
動
報
告「『
宇
治
の
町
を

掘
る
』
発
掘
調
査
速
報
展
」
を
令
和
５

年
６
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
開
催

し
た
（
写
真
）。
今
後
も
学
生
や
教
員
に

よ
る
企
画
展
示
が
目
白
押
し
で
あ
る
。

　

ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
り
実
現
し
た
「
学
芸
員
資
格
取
得

を
目
指
す
学
生
が
主
体
の
展
示
コ
ー
ナ

ー
」
を
図
書
館
３
階
踊
り
場
に
新
設
し

た
。
今
後
は
毎
月
、
新
し
い
展
示
に
入

れ
替
え
る
予
定
だ
。

　

図
書
館
で
は
今
年
４
月
か
ら
一
般
利

用
者
の
入
館
も
再
開
し
て
い
る
。
学
生

や
教
員
の
研
究
発
表
を
ぜ
ひ
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
。

倉
田
山

春
秋

卒業生奮闘中 !

卒業生奮闘中 !

卒業
生
闘中!奮

卒業生

闘中!奮

私の
学生
時代

私
の

学
生
時
代

私の
学生
時代

アクティブ スチューデントActive Student

皇
學
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

皇
學
館

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

K
O
G
A
K
K
A
N
L
I
B
R
A
R
Y

非来館型サービス、企画展示が充実

９ 月２７日（水）〜１0月5日（木）.（10月1日・2日は休館）

　三重県津市出身の画家・挿画家 中村
麻美さんの作品展を本学附属図書館で
開催いたします。ぜひお楽しみください。

開館時間 平日 ９：00〜20：00 土曜 ９：00〜17：00
※開館時間は変更することがあります。学外者の方の入館に
は手続きが必要です。身分証明書をご持参ください。

後援●伊勢市、玉城町、日本武道館、三重県立津西高校

中 村 麻 美� 偉人の逸話、歴史の名場面が専門

津田塾大学学芸学部国際関係学科卒。在学中、深層心理
学から日本人の精神性を研究。日本画塾で作
画を学ぶ。「伝えたい日本のこころ」シリーズで
は語り継がれるべき日本人のよい行い、精神
伝統を伝える物語を描く。� 中村麻美さんHP

▲

中村麻美作品展

10月
 2
月
 　 佐川記念神道博物館企画展
   ある伊勢御師の軌跡 

　新発見・橋村家伝来資料から　
時10月 2日㈪～11月30日㈭ 
場佐川記念神道博物館 料無料

2
土
1 ギャラリートーク 
（神道博物館教養講座 第 ₃ 回）
講師 小林郁（研究開発推進センター助教）
時①9：30～ ②10：40～ ③13：30～ ④14：40～
場佐川記念神道博物館 料無料 対一般
予必要（定員 各回20名）
問研究開発推進センター 0596-22-6466

 7
土
 　 月例文化講座
   財産管理のサポート 　日常生活

自立支援事業と成年後見制度　
講師 鵜沼憲晴（現代日本社会学部教授）
時14：00～ 場本学431教室 料無料 対一般
予必要（定員 90名）
問地域連携推進室 0596-22-8635

 1
土
4 　 史料編纂所古文書講座 第 3回
   中世文書を読む 

　中世御師文書の世界①　
講師 小林郁（研究開発推進センター助教）
時13：00～ 場佐川記念神道博物館 料無料
対一般 予必要（定員 30名）
問研究開発推進センター 0596-22-6466

 2
金
7 　 NIPPONの原点を学ぶ 三重の魅力発信セミナー
   「海」と「山」の熊野古道 

　人々はなぜ山路を歩いたのか　
講師 多田實道（文学部教授）
時19：00～ 場三重テラス 2階多目的ホール（東京）
料無料 対一般 予必要（事前申込制・先着順）
問三重県生涯学習センター 059-233-1151

 2
土
8 　 近鉄文化サロン阿倍野 共催講座
   1日・短期講習会 『日本書紀』を

読む 　清寧天皇・顕宗天皇・仁賢天皇　
講師 大島信生（文学部教授）
時15：30～17：00 場あべのand近鉄文化サロン阿倍野
料有料 対一般 予必要
問近鉄文化サロン阿倍野 06-6625-1771

11月
 1
土
1 　 月例文化講座
   日本の外交安全保障と中国、ロシア、

北朝鮮 　我が国の平和と独立を守り抜くために　
講師 村上政俊（現代日本社会学部准教授）
時14：00～ 場本学431教室 料無料 対一般
予必要（定員 90名） 
問地域連携推進室 0596-22-8635

 1
土
8 　 神道博物館教養講座 第 4回
   伊勢の石仏・石塔

講師 竹田憲治（元三重県文化財センター所長、本学非常勤講師）
時14：00～ 場本学431教室 料無料 対一般
予必要（定員 90名） 
問研究開発推進センター 0596-22-6466

12月
 2
土
 　 月例文化講座
   政府の「骨太方針」と地方の活性化

講師 新田均（現代日本社会学部教授）
時14：00～ 場本学431教室 料無料 対一般
予必要（定員 90名）
問地域連携推進室 0596-22-8635

 1
土
6 　 史料編纂所古文書講座 第 4回
   中世文書を読む 

　中世御師文書の世界②　
講師 小林郁（研究開発推進センター助教）
時13：00～ 場本学212教室 料無料
対一般 予必要（定員 30名）
問研究開発推進センター 0596-22-6466

クラブ・有志団体による模
擬店が復活!
展示・ステージ発表・こども
広場・お茶会・アーティスト
ライブなど多彩な企画をお
届けします。

4 年ぶりに一般公開

第62回 倉陵祭
１0/２８●土・２９●日

倉陵祭に関する情報を随時更新
Instagram、Ｘ（旧Twitter）、HP

問合せ◦学生支援部 学生担当　TEL0５９６-22-６３17

皇學館高等学校
募集定員 ₃₁₅名（内部進学者含む）

募集コース 進学コース・特別進学コース

願書受付
令和 5年12月 4日㈪～
令和 6年 1 月 5日㈮ 15：00まで

出願方法 インターネット（WEB）出願

試 験 日 令和 ₆ 年 ₁ 月₂₅日㈭
教　　科 国語・数学・英語・理科・社会

オープンスクールのご案内
下記日程以外の見学も可能です。詳しくはお問合せください。

第 2回オープンスクール
「入試問題を知ろう!」
10月15日㈰ 9：30～13：00
学校説明、入試説明、吹奏楽部によるミニコンサート、入試過
去問題解説（英語・数学）、入学相談会 など

第 3回オープンスクール
「クラブ活動を知ろう!」
11月11日㈯ 9：30～13：00
学校説明、入試説明、吹奏楽部によるミニコンサート、生徒に
よるクラブ紹介、クラブ見学、入学相談会など

問合せ先
皇學館高等学校 ＴＥＬ₀₅₉₆⊖₂₂⊖₀₂₀₅㈹

皇學館中学校
募集人数 S日程（特別専願）10名程度

A日程（一般・専願）25名程度、併せて ₃₅名

S日程

出願期間
令和 5年12月11日㈪～
令和 5年12月27日㈬ 15：00まで

出願方法 インターネット出願

試験日時 令和 ₆ 年 ₁ 月 ₅ 日㈮ ₈：₃₅集合

入試科目
PBLプレゼン型 館友推薦型

基礎学力試験、課題解決調
べ学習とプレゼンテーション

基礎学力試験、
作文

A日程

出願期間
令和 5年12月11日㈪～
令和 6年 1 月 6日㈯ 23：59まで

出願方法 インターネット出願

試験日時 令和 ₆ 年 ₁ 月 ₈ 日（月・祝） ₈：₃₅集合

入試科目

一 般 型 専 願 型

国語・算数・社会・理科・英語
※国・算必須。社・理・英から2教科
選択し、得点の高い1教科採用

国語・算数
※英語外部試験の
有資格者に加点

オープンスクールのご案内

第 2回オープンスクール2023
～皇學館で学ぼう～
11月 5日㈰ 学校説明・入試説明・入試対策授業 など

※HPにて申込が必要になります。約 1カ月前から受付開始予定です。

問合せ先
皇學館中学校 ＴＥＬ₀₅₉₆⊖₂₃⊖₁₃₉₈㈹

令和 6 年度生
皇學館高等学校・中学校募集要項
詳しくはホームページの募集要項をご覧ください。

 3

研究成果をいち早く知ることができる「宇治の町を掘る」発掘調査速報展

倉陵祭

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports
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●全国高等学校総合体育大会「翔び立て若き翼」 ７/２２〜８/２１

大 会 結 果

梅村元香さ（国史１）んが「南拳」「南刀」で優勝
第40回全日本武術太極拳選手権大会

箱根駅伝予選会に向け
駅伝競走部が御嶽で強化合宿

柔道部が5階級制覇! 8名が全国大会出場
第42回東海学生柔道体重別選手権大会

大西泰地さ（１年）んが極真空手で初Ｖ
第28回オープントーナメントグランドチャンピオン決定戦
全日本少年少女空手道選手権大会

中村光里さ（３年）んが 
雑誌「CAPA」の月例フォトコンで1席
「CAPA」月例フォトコンテスト「学生の部」

　東京体育館で 7 月14日から16日にかけ開催さ
れた第40回全日本武術太極拳選手権大会。同大
会の女子「南拳」「南刀」の部において梅村元香
さん（国史 1 ）が見事優勝に輝いた。
　コロナ禍等で 4 年ぶりの出場となり、意気込
んでいた矢先に足首を捻挫。大会 1 週間前まで
松葉杖をつき、練習はおろか、歩くことさえまま
ならなかったという。しかし、全日本という大
舞台に出るチャンスを無駄にしたくないと熱心
にリハビリに取り組み、上半身を中心に粘り強
く練習を重ねた。その結果、優勝に輝いた梅村

さんは「諦めず継続す
れば成功する」と喜び
を嚙みしめる。
　太極拳は中国武術の
一つであることから中
国史及び東洋史への興味が湧き、学業への意欲も高
まったと話す梅村さん。次なる目標は鹿児島県で行

われる国体での入賞だ。少年から成年の部に移行するためこれまで以上にハ
イレベルな戦いとなるが、「一番の敵は自分自身」とストイックな姿勢にぶれ
はない。今後の活躍が楽しみだ。

　箱根駅伝第 100 回大会予選会への参加表
明からおよそ 3 カ月。寺田夏生新監督のも
と、駅伝競走部の選抜16名が長野県の御嶽
で強化合宿を行った。予選会に挑戦すると
聞き、主将の毛利昂太選手（国史 3 ）は「出
雲駅伝の 5 日後とハードだが、やってみた
い気持ちの方が強かった」、松野颯斗選手

（現日 4 ）は「最後の学年で出場でき、本当に運がいいと思った」と前向きに
とらえた 2 人。合宿ではメンバー全員が一つの部屋に泊まったことでコミュ
ニケーションが密になり、チームとしての結束力が一層高まったと話す。
　予選会はハーフマラソンを走るこれまでにない戦いとなるが、「しんどい場
面でも心折れることなく、関東勢に食らいついていきたい」と毛利選手。「一度
きりの箱根駅伝予選会という舞台を楽しみたい。走るからには＂濃紫の逆襲＂
で魅せる21.0975キロに」と気合十分だ。松野選手は「経験不足だからと言い訳
はしたくない。きつい時でも粘り、1 秒でもタイムを削っていく」と闘志を燃
やす。寺田監督は「皇學館大学の代表としての誇りを持ち、悔いが残らないよ
う全力で楽しんで走ってほしい」と話し、「目標12位に向け、チーム一丸となっ
て頑張ります」と決意を述べた。予選会は10月14日。彼らの走りに注目だ。

　 ８ 月27日に愛知県武道館で
開催された第42回東海学生柔
道体重別選手権大会において
大学柔道部（男子）が 7 階級中、
5 階級で優勝する快挙を成し
遂げた。10名の選手が入賞し、
その内 ８ 名が 9 月30日から10
月 1 日にかけて日本武道館で
開催される「全日本学生柔道体重別選手権大会」（個人戦）への出場を決めた。
また、10月21日・22日にベイコム総合体育館で行われる「全日本学生柔道体重別

団体優勝大会」への出場権も獲得した。
　全国大会に向けて、山村隆斗選手（教
育 4 ）は「皇學館大学代表として、誇り
を持って試合に臨みたい」と話し、佐
藤武尊部長は「今こそ殻を破るとき。時
代を変えるためには一瞬の勢いが大事。
そのための準備を進める」と語った。彼
らの活躍に期待したい。

　皇學館高等学校の大西泰地さん（ 1 年）が 6 月24日、
25日に大阪府立体育会館メインアリーナで行われた
極真空手の「第2８回オープントーナメントグランド
チャンピオン決定戦」に初出場。鋭いパンチを武器
に全国から勝ち上がった22人によるトーナメント戦
を制し、高校 1 年男子軽量級（60キロ未満）で優勝する
快挙を成し遂げた。
　「歴史ある大会で 1 回戦から判定を一つも落とす
ことなく優勝できてうれしい」と喜びを語る大西さ
ん。所属する伊勢市内の道場「光武会館」で毎日 2 〜 3 時間、サンドバッグ
の打ち込みや組手稽古に励んできた。始めたきっかけは幼稚園の課外授業。伝
統空手と違い、相手に直接パンチや蹴りを入れる激しさに夢中になったとい
う。また、礼儀作法が身に付いただけでなく、今大会においては「気持ちの
切り替え方が勉強になった」とメンタル面の強化にもつながっているようだ。
　次の目標は11月の大会で優勝すること。さらなる高みに向け、大西さんの
挑戦は続く。

　カメラ・写真雑誌「CAPA」2023年 9 月号の
月例フォトコンテスト「学生の部」で皇學館高
等学校写真部の中村光里さん（ 3 年）の作品「マ
ネージャー」が 1 席を受賞した。
　講評では「一見ありのままを撮ったようにも
見えるが、美しい光が差し込む撮影場所、机の
質感、道具の配置、ポージングと計算され、作
り込まれている。マネージャーという縁の下の力持ちを舞台に上げ、スポッ
トライトを当てた素晴らしい作品」と絶賛している。中村さんは「夏の地区
予選大会を前にした 6 月に部室で撮らせてもらいました。 3 年生なので、そ
の表情の中にマネージャーとしての自身と責任が感じられました。今回この
ような素晴らしい賞をいただけて嬉しいです」と喜びを語った。

陸 上 部  
男子２００ｍ 馬塲　優臣（ 3年）�準決勝進出 21.５0

男子１１０mH 橋爪　蓮翔（ ２年）�準決勝進出 14.8５

男子棒高跳 田中　大智（ ２年）� 出場  4 ｍ６0

女子走幅跳 岡島　奏音（ １年）� 出場  ５ ｍ３９

女子走高跳 淺井　琥桃（ ２年） 出場

男子
4×１００ｍ

小村　涼斗（ 3年）
馬塲　優臣（ 3年）
倉井　星碧（ ２年）
岡　　秀磨（ ２年）

出場

男子
4×4００ｍ

文珠　榮太（ ２年）
柳田　晴哉（ ２年）
岡　　秀磨（ ２年）
菅原　雅晴（ 3年）

出場

柔 道 部  
１００kg級 上村　亮太（ 3年） 出場

●全国高等学校総合文化祭 
　２0２3かごしま総文 ７/２9〜８/4

写 真 部
小谷　志代（ 3年） 出展

幸田　　萌（ 3年） 出展

バトミントン部  

女子
団体

森田　彩音（ 3年）　森本　麻愛（ ２年）
牧　　紗花（ 3年）　村井　菜音（ ２年）
吉居　　鼓（ ２年）　稲吉　礼有（ １年）
前田　愛心（ ２年）　世古口来海（ １年）

2 回戦進出

女子単
前田　愛心（ ２年） 2 回戦進出

世古口来海（ １年） 出場

女子複
吉居　　鼓（ ２年）・世古口来海（ １年） 2 回戦進出

森田　彩音（ 3年）・牧　　紗花（ 3年） 2 回戦進出

男子単 松本　　准（ １年） 出場

10歳のとき、同大会の模様を
偶然テレビで見たことをきっか
けに武術を始めたという

「
動
作
一
つ
ひ
と
つ
に
全
身
全
霊
を
か
け
る
」と
梅
村
さ
ん

男子 ７ 階級（６０kg級・６６kg級・７3kg級・８１kg級・
9０kg級・１００kg級・１００kg超級）

６６kg級 優　勝 澤 田 大 輝（現日 4）
7３kg級 優　勝 山 村 隆 斗（教育 4）

81kg級
優　勝 若　谷　　怜（教育 ２）
準優勝 本 木 靖 剛（教育 4）

９0kg級 ３ 　位 金 山 剛 史（教育 3）

100kg級
優　勝 瀧　川　　力（現日 4）
準優勝 南　　大　志（現日 ２）

100kg超級 優　勝 島　　健　輔（現日 4）

　
◆箱根駅伝予選会　10月14日㈯ ９：35～　陸上自衛隊立川駐屯地～国営昭和記念公園の21.0９７5㎞
100回記念大会に限り地方の大学も参加可能になった（エントリー選手全員が10000ｍ34分以内の公認記録を
有していること）。チーム上位10名の合計タイムにより13校が来年 1月の本大会の出場権を得る。

意気込みを語る毛利選手（左）、寺田監
督（中央）、松野選手（右）

初優勝の喜びを語る大西さん

全国大会でも活躍が期待される選手たち

高い志とチャレンジ精神でもって学内のみならず、さまざまな 
フィールドで活躍している皇學館生たち。本コーナーでは 
彼らの熱い思いとともに、その活動ぶりをご紹介します。

倉
田
山

春
秋

卒業生奮闘中 !

卒業生奮闘中 !

卒業
生
闘中!奮

卒業生

闘中!奮

私の
学生
時代

私
の

学
生
時
代

私の
学生
時代

アクティブ スチューデントActive Student

皇
學
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

皇
學
館

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

K
O
G
A
K
K
A
N
L
I
B
R
A
R
Y
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